
1 この広報誌は共同募金の配分金を受けています。

岩間地区上押辺公民館の花植え 撮影　畠山

も く じ
❶平成27年度社協事業報告・決算報告………………………………… 2〜 3
❷社会福祉協議会役員の改選…………………………………………… 4〜 5
❸ご存じですか？「フードバンク」
　「自立相談支援事業」のご案内・ちょっといい話……………………… 6
❹上押辺公民館の花植え
　支部（地区）社協運営委員が決まる… ………………………………… 7
❺ボランティアセンターだより………………………………………… 8〜 9
❻お知らせ………………………………………………………………… 10

2016.8.31

No.30



2

一 般 会 計 資 金 収 支 決 算

収　　入
事業活動による収入 502,396,882 円

　会費収入 20,510,500 円

　寄附金収入 1,081,582 円

　経常経費補助金収入 92,559,833 円

　受託金収入 110,744,858 円

　貸付事業収入 844,500 円

　事業収入 5,704,817 円

　負担金収入 12,027,000 円

　介護保険事業収入 197,412,309 円

　就労支援事業収入 1,240,657 円

　障害福祉サービス等事業収入 54,008,470 円

　受取利息配当金収入 73,739 円

　その他の収入 6,188,617 円

その他の活動収入 25,989,520 円

　基金積立資産取崩収入 4,000,000 円

  その他の活動による収入 21,989,520 円

合　計 528,386,402 円 528,386,402 円

支　　出

社会福祉事業 419,462,910 円

　地域福祉事業 147,601,864 円

　共同募金配分金事業 22,360,987 円

　介護保険事業 225,158,383 円

　就労継続支援事業 24,341,676 円

公益事業 98,633,625 円

　受託事業 61,621,865 円

　指定管理事業 37,011,760 円

合　計 518,096,535 円 518,096,535 円

※詳しくは、ホームページをご覧ください。



3 このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

みんなでつくる福祉のまち（誰もが安心して暮らせる地域社会）

輪づくり
（地域福祉活動を推進します）

人づくり
（ボランティア活動を推進します）

地域づくり
（在宅生活の自立支援を推進します）

基盤づくり
（社協体制の強化を図ります）

・支部地区社協活動の充実

・地域ケアシステム推進事業

・生活福祉資金、小口資金貸付事業

・心配ごと相談事業

・福祉機器貸出事業

・日常生活自立支援事業

・生活困窮者自立相談支援事業

・親子通園事業

・新入学児童
　祝金支給事業

・福祉団体の
　育成及び支援

・ボランティア講座の開催

・福祉教育への支援

・ボランティアセンターの運営

・ボランティア連絡協議会の運営支援

・善意銀行運営

・在宅福祉サービス事業
　（子育て、移送含む）

・配食会食サービス事業

・あんしん袋支給事業

・ひとり暮らし高齢者ふれあい訪問事業

・障害者自立支援事業

・重度障害者訪問入浴サービス事業

・障害者福祉センター

・いきいきふれあい通所事業

・居宅介護支援事業

・訪問介護事業

・訪問入浴事業

・通所介護事業

・理事会、評議員会の開催

・災害支援の強化

・定款及び諸規定の整備

・会員の増強

・共同募金運動の推進

・情報公開の推進

・広報誌の充実

・ホームページの充実
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去
る
７
月
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い

て
、
理
事
18
人
、
監
事
３
人
、
評
議
員
39
人

が
選
任
さ
れ
、
会
長
、
副
会
長
も
決
ま
り
ま

し
た
。
な
お
、
選
任
さ
れ
た
方
々
の
任
期
は

平
成
28
年
７
月
19
日
〜
平
成
30
年
７
月
18
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会　

長　
　

塩
畑　

敏
之

副
会
長　
　

黒
沢　

政
男

副
会
長　
　

常
井　

鞠
代

会　長

塩畑　敏之
　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
お

き
ま
し
て
、
理
事
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

引
き
続
き
、
笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
重

責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
職
責
の
重
大
さ

を
考
え
ま
す
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
組
織
の
円
滑
な
運
営
と
地
域
福
祉

の
充
実
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
も
合
併

し
て
本
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
す

が
、
急
速
な
少
子
高
齢
社
会
が
進
行

す
る
中
、
新
た
な
社
会
的
課
題
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
、
地
域
で
の
支
え

合
い
活
動
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
策
定
い
た
し
ま
し
た
第
２

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
も
と
に

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
」
の
実
現
に
向
け
事
業
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
　
事

監
　
事

　

氏　

名

大
津　

廣
司

鶴
田　

浩
一

川
﨑　

幸
良

滝
田　

勝
男

原
田　

敏
子

佐
藤　
　

肇

安
藤　

美
明

伊
東　

勝
男

中
村　

彦
藏

舩
橋　

慶
子

森　
　

昌
子

藤
枝　

好
博

塩
畑　

敏
之

黒
沢　

政
男

常
井　

鞠
代

畑
岡　

洋
二

鷹
松　

丈
人

萩
原　
　

修

　

氏　

名

保
坂　

悦
男

佐
藤　

武
彦

野
口　

賢
男

　

選
出
区
分

区
長
会

区
長
会

区
長
会

民
生
委
員
児
童
委
員

民
生
委
員
児
童
委
員

民
生
委
員
児
童
委
員

支
部
・
地
区
社
協

支
部
・
地
区
社
協

支
部
・
地
区
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
祉
施
設

高
齢
者
ク
ラ
ブ

学
識
経
験

学
識
経
験

学
識
経
験

市
議
会

行
政（
福
祉
部
長
）

行
政（
社
会
福
祉
課
長
）

　

選
出
区
分

学
識
経
験

学
識
経
験

学
識
経
験

理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
役
割

理
　
事

　

法
人
の
中
心
と
な
る
機
関
は
理
事

会
で
す
。

　

理
事
会
は
、
法
人
の
業
務
決
定
及

び
意
思
決
定
の
機
関
並
び
に
評
議
員

選
任
の
同
意
機
関
で
す
。

　

理
事
の
合
議
体
で
あ
る
理
事
会
に

お
い
て
法
人
の
経
営
方
針
を
立
て
、
事

業
計
画
や
予
算
等
の
法
人
の
重
要
事

項
の
方
針
決
定
に
参
画
し
ま
す
。

監
　
事

　

理
事
の
業
務
執
行
及
び
法
人
の
財

産
状
況
に
つ
い
て
毎
年
、
定
期
的
な
監

査
を
し
監
査
報
告
を
行
う
。
ま
た
、
理

事
の
業
務
執
行
、
法
人
の
財
産
状
況

に
対
す
る
意
見
を
表
明
し
ま
す
。

評
議
員

　

重
要
事
項
に
関
し
て
意
見
を
述
べ

る
諮
問
機
関
で
あ
り
、
理
事
の
け
ん
制

機
能
を
有
す
る
機
関
が
評
議
員
会
で

す
。

　

評
議
員
会
は
、
法
人
経
営
に
直
接

携
わ
る
理
事
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
意

見
を
述
べ
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
法
人

の
業
務
運
営
に
資
す
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
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副会長

黒沢　政男
副会長

常井　鞠代
　

こ
の
た
び
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
改
選
で
、
副
会

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
黒
沢
で
す
。
前
任
の
四
年
間
社

協
に
関
わ
る
多
く
の
人
達
と
共
に
、
社
協
の
基
本
理
念

の
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
」
を
目
指

し
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
経
験
を
生
か

し
て
、
社
会
状
勢
変
化
に
対
応
出
来
る
よ
う
自
分
の
位

置
を
確
認
し
な
が
ら
社
協
と
共
に
理
念
の
目
標
に
向
っ

て
着
実
に
前
進
す
る
所
存
で
す
。
こ
の
要
職
を
誠
心
誠

意
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
特
段
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
役
員
改
選
で
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
常
井
で
す
。
年
々
高
齢
化
が
進
む
社
会
に
あ
っ
て
介

護
保
険
制
度
等
が
あ
ま
り
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
る
中
で

社
協
の
事
業
や
活
動
の
あ
り
方
も
変
化
を
し
て
ゆ
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ま
が
暮
ら
し
や
す
い
町
、

地
域
で
支
え
あ
え
る
社
会
に
と
頑
張
っ
て
い
る
人
々
の

想
い
の
要
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
い
つ
も
身
近

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
き
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ

を
心
に
留
め
て
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
御
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

評
　
議
　
員

苦
情
解
決
第
三
者
委
員

　

氏　

名

大
関　

利
久

藤
田　

�

嘉
昭

常
井　
　

滋

　

氏　

名

太
田　

寛
子

野
村　
　

利

佐
久
間
容
子

菊
地　

寿
代

藤
井　

晶
子

根
本　
　

玄

吉
井　

裕
冶

小
堀　
　

晃

大
月　

英
明

内
桶　

正
夫

井
坂
フ
ヂ
ヱ

岡
野　

博
之

中
林
喜
久
雄

千
葉　

武
子

米
川　

好
子

中
村　

章
一

興
野　

政
行

石
川
美
佐
穂

鈴
木　

早
苗

平
本　

増
治

森
田　

正
男

石
井　
　

勝

　

氏　

名

藤
田　

世
界

町
田　
　

満

嶋
田　
　

清

長
谷
川
美
枝
子

飯
村
た
か
子

大
月　

裕
美

小
沼　

弘
行

強
口　

玄
子

石
井　
　

栄

下
条
か
を
る

堀
江　

正
勝

　

氏　

名

塙　
　

惠
喜

桒
原　

四
郎

甲
斐　

美
敏

石
田　

俊
夫

藤
田　

嘉
昭

川
﨑　

史
子

　

選
出
区
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
祉
施
設

福
祉
施
設

福
祉
施
設

支
部
・
地
区
社
協

支
部
・
地
区
社
協

支
部
・
地
区
社
協

支
部
・
地
区
社
協

支
部
・
地
区
社
協

支
部
・
地
区
社
協

保
護
司
会

更
生
保
護
女
性
会

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

高
齢
者
ク
ラ
ブ

高
齢
者
ク
ラ
ブ

学
校
長
会

商
工
会

　

選
出
区
分

青
少
年
相
談
員
会

子
ど
も
会
育
成
会
連
合
会

消
防
団

地
域
女
性
会

介
護
者
の
会

学
識
経
験

学
識
経
験

学
識
経
験

市
議
会

行
政（
健
康
増
進
課
長
）

行
政（
学
務
課
長
）

　

選
出
区
分

区
長
会

区
長
会

区
長
会

民
生
委
員
児
童
委
員

民
生
委
員
児
童
委
員

民
生
委
員
児
童
委
員
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近
年
、
心
の
病
や

ス
ト
レ
ス
と
関
わ
り

の
あ
る
身
体
的
な
病

気
（
心
身
症
）
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
心
理
的
な
ス
ト
レ

ス
が
身
体
に
与
え
る
影
響
や
、

病
気
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
症
状

を
悪
化
さ
せ
る
な
ど
相
関
関
係

が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
欧
州
の
先
進
的

な
医
療
・
教
育
・
福
祉
の
現
場

で
は
、「
タ
ッ
チ
ケ
ア
」
が
脚
光

を
浴
び
て
い
ま
す
。
こ
の
タ
ッ

チ
ケ
ア
に
よ
り
、
幸
せ
ホ
ル
モ

ン
と
呼
ば
れ
る
脳
内
の
「
オ
キ

シ
ト
シ
ン
」
を
多
量
に
分
泌
さ

せ
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
が
緩

和
し
、
が
ん
の
進
行
や
リ
ウ
マ

チ
の
痛
み
、
児
童
の
問
題
行
動

や
認
知
症
の
徘
徊
行
動
な
ど
に

有
意
な
効
果
を
示
す
こ
と
が
実

証
さ
れ
た
の
で
す
。

　

方
法
は
簡
単
で
す
。
①
椅
子

の
背
も
た
れ
や
テ
ー
ブ
ル
に
前

に
も
た
れ
て
楽
な
姿
勢
を
と
る
。

②
背
中
全
体
を
手
の
ひ
ら
で

ゆ
っ
く
り
愛
情
込
め
て
撫
で
る

（
１
秒
間
で
５
㎝
位
の
ペ
ー
ス
が

目
安
）。

　

古
来
、
日
本
に
お
い
て
治
療

す
る
意
味
で
の「
手
当
て
」と
は
、

読
ん
で
字
の
ご
と
く
手
を
当
て

る
こ
と
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。

先
人
の
知
恵
を
改
め
て
試
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
入
江
）

タ
ッ
チ
ケ
ア

いい話
ちょっと

　

皆
さ
ん
は
、
ご
家
庭
で
開
封

し
な
い
ま
ま
賞
味
期
限
を
迎
え

て
し
ま
っ
て
、「
も
っ
た
い
な
い

け
ど
捨
て
る
し
か
な
い
か
」
と

食
品
を
処
分
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

お
買
い
得
で
つ
い
買
い
す
ぎ

た
食
品
や
い
た
だ
き
も
の
は
、

そ
の
よ
う
に
な
り
が
ち
で
は
な

い
で
す
か
ね
？

　

し
か
し
、
一
方
で
は
様
々
な

理
由
で
明
日
の
食
べ
る
も
の
、

今
日
の
食
べ
る
も
の
さ
え
、
事

欠
く
方
が
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
子
ど
も
の
貧

困
率
は
６
人
に
１
人
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
６
人
に
１
人
と
言

わ
れ
、
皆
さ
ん
は
ど
う
感
じ
ま

す
か
？
決
し
て
、
ど
こ
か
遠
い

外
国
で
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
は
、
そ
う

い
っ
た
ご
家
庭
に
あ
る
食
品
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
必
要

と
し
て
い
る
方
や
団
体
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
活
動

で
す
。
む
ず
か
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
な
食

品
を
ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合

に
は
、
お
近
く
の
社
会
福
祉
協

議
会
各
支
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
食
品

＊
常
温
保
存
で
き
る
食
品

○
お
米
、
乾
麺
類

○
缶
詰
、
瓶
詰
等
の
保
存
食
品

○
ふ
り
か
け
、
の
り
、
お
茶
漬
け

○
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

　
レ
ト
ル
ト
食
品

○
調
味
料
、
食
用
油
　
な
ど

＊
お
願
い　

○�

生
鮮
食
品
は
お
預
か
り
で
き

ま
せ
ん
。

○�

未
開
封
で
、
賞
味
期
限
が
２

か
月
以
上
残
っ
て
い
る
食
品

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（�

ご
協
力
い
た
だ
い
て
か
ら
役
立

て
て
も
ら
う
ま
で
、
一
定
期
間

要
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
）
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と
思
っ
た
ら
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

に
入
っ
て
い
た
冷
た
い
飲
み
物
が

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
く
ば
ら
れ
て
疲

れ
が
ス
ー
と
消
え
る
よ
う
で
あ
っ

た
。

　

さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
花
植

え
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
苗
が
成
長
し

て
花
が
咲
く
と
公
民
館
を
利
用
す

る
人
達
の
心
を
あ
た
た
か
く
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。（
石
郷
岡
）

　

６
月
12
日（
日
）朝
９
時
す
ぎ
に

男
女
あ
わ
せ
て
20
数
人
、
年
齢
も

ま
ち
ま
ち
、
公
民
館
前
の
庭
に
集

る
。

　

ま
る
で
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
き
た
か
の
よ
う
に
、
花
壇
に

堆
肥
を
ま
く
人
、
そ
し
て
鍬
で
土

と
か
き
混
ぜ
る
人
、
ま
た
実
生
の

苗
30
数
本
を
大
事
に
と
り
わ
け
る

人
、
20
個
余
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー

を
ど
こ
か
ら
と
な
く
運
ん
で
く
る

人
、
数
年
に
わ
た
り
市

の
「
花
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
を
行
っ
て

き
た
こ
と
を
考
え
る
と

当
然
の
様
な
気
も
す
る

が
、
全
員
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
は
、
ま

こ
と
に
見
事
で
あ
る
。

新
た
に
も
ら
っ
て
き
た

苗
、
サ
ル
ビ
ア
80
本
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
（
イ

エ
ロ
ー
40
本
、
オ
レ
ン

ジ
40
本
）
細
長
の
花
壇

と
20
数
個
の
プ
ラ
ン

タ
ー
に
整
然
と
か
わ
い

い
小
さ
な
苗
が
植
え
ら

れ
た
。

　

割
と
早
目
に
終
っ
た

支部（地区）社協運営委員が決まる
＜友部＞
支　部（地区） 役　職 氏　　名
宍戸 支部長 伊　東　勝　男
東 支部長 内　桶　正　夫
中央 支部長 鈴　木　征　夫
大旭 支部長 菅　原　　　毅
北川根 支部長 鈴　木　　　裕
大原 支部長 髙　安　克　巳

＜笠間＞　　　　　　　　　　　　＜敬称略＞
支　部（地区） 役　職 氏　　名

こうゆう会 会　長 小　堀　　　晃

上加賀田支部
「まなだけ会」 会　長 黒　沢　政　男

大橋支部 運営委員長 森　　　和　以

来栖支部
「来栖四つ輪
の会」

会　長 塩　田　幸　三

寺崎支部
「しんこう会」 会　長 安　藤　美　明

箱田支部
「ふれあい会」 会　長 大　月　英　明

下市毛支部 支部長 飯　塚　信　一

13 区社会福
祉協議会 運営委員長 武　子　文　男

高田支部 運営委員長 畑　岡　　　洋

稲田支部
「みかげ会」 支部長 長谷川　　　泉

池野辺支部 支部長 関　　　和　夫

福原支部 支部長 深　谷　敏　知

安心ネット
ワーク柏 運営委員長 久保田　　　明

＜岩間＞
支　部（地区） 役　職 氏　　名
上押辺 運営委員長 中　林　喜久雄
吉岡２ 運営委員長 小田喜　保　彦
下安居 運営委員長 皆　藤　恵美子
土師 運営委員長 大　峰　重　浩
泉Ａ 運営委員長 中　村　彦　藏
南部 運営委員長 岡　野　博　之
安居東部 運営委員長 大　峰　正　春
新渡戸 運営委員長 萩　谷　秀　視
参り坂 運営委員長 茂　呂　　　裕

● お詫びと訂正 ●
　平成27年度笠間市社会福祉協議会会員会費報告書に
おいて、誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

　誤　30 区　特別会員　1　　一般会員　44　 47,000 円
　正　30 区　特別会員　1　　一般会員　21　 24,000 円
　　　31区　　　　　　　　 一般会員　23　 23,000 円

花植えを終えて
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て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

道
路
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る

と
ま
だ
助
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
介
護
す
る
人
は
相
手
に
歩
調
を

合
わ
せ
た
り
声
を
か
け
る
こ
と
が

必
要
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

日
頃
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
は

こ
の
よ
う
な
状
態
で
生
活
し
て
い

る
こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

受
付
が
済
む
と
布

の
セ
ッ
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
表
地
は

紺
地
に
赤
の
蝶
柄
、

裏
地
は
生
成
り
に
墨

絵
の
様
な
花
柄
で
、

両
方
共
ウ
ー
ル
地
で
す
。
縫
い
線

の
標し
る

し
付
け
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
方
の
優
し
く
て
行
き
届

い
た
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
ミ
シ

ン
を
か
け
、
ア
イ
ロ
ン
を
あ
て
、

紐
を
通
す
と
、
可
愛
い
吊
し
柿
の

様
な
逆
三
角
形
の
形
の
巾
着
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
お
陰
で
楽
し
く
て
時

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
時

間
と
少
し
で
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

綺
麗
な
生
地
を
見
つ
け
て
、
ま

た
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
ア
フ
リ
ー
構
造
の
住
居
、
そ
の

前
に
は
く
つ
ろ
げ
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
や
菜
園
が
あ
り
、
入
居
者
が
自

分
の
住
ま
い
の
様
に
感
じ
ら
れ
る

施
設
で
、
と
て
も
安
心
感
が
あ
る

住
居
だ
と
思
い
ま
し
た
。
明
る
く

広
々
と
し
た
食
堂
で
ま
た
お
茶
を

い
た
だ
き
散
会
し
ま
し
た
。

　

手
の
指
に
テ
ー
ピ
ン
グ
を
し
、

肘ひ
じ

を
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
で
固
定
。
胸

の
ポ
ケ
ッ
ト
に
重お
も

り
を
入
れ
、
目

は
白
内
障
の
ゴ
ー
グ
ル
を
付
け
、

目
・
手
・
足
の
不
自
由
な
身
体
で

歩
行
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

目
が
ボ
ー
ッ
と
し
て
明
る
さ
は

わ
か
る
が
、
周
り
が
殆
ん
ど
わ
か

ら
ず
杖
を
頼
り
に
移
動
す
る
の
で
、

階
段
で
つ
ま
ず
き
ま
す
。

　

ト
イ
レ
は
手
探
り
、
勘か
ん

で
動
い

て
い
る
の
で
面
倒
で
イ
ラ
イ
ラ
し

　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
『
一
期
一
笑
』
に
、
20
人
の
参

加
で
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
玄
関
を
入
る
と
明
る
い

笑
顔
の
職
員
さ
ん
の
お
出
迎
え
を

受
け
、
広
々
と
し
た
く
つ
ろ
ぎ
感

あ
ふ
れ
る
食
堂
に
案
内
さ
れ
ま
し

た
。お
茶
と
美
味
し
い
手
作
り
ケ
ー

キ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
施
設
長

さ
ん
よ
り
「
今
、
出
来
る
最
高
の

笑
顔
で
お
も
て
な
し
を
」、
そ
ん
な

想
い
を
込
め
て
『
一
期
一
笑
』
と

名
付
け
た
由
来
を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
施
設
内
の
見
学
に
入

り
、
車
い
す
同
士
で
も
す
れ
違
え

る
幅
広
の
廊
下
を
通
り
、
全
面
バ

　

平
成
18
年
７
月
に
、
３
支
所
が

合
併
し
て
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

「
第
一
火
曜
日
の
会
」
が
発
足
し
て

５
年
が
経
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
計
画
し
、
皆
さ
ん
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
85
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
延

べ
1436
人
の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
「
第
一
火
曜
日
の
会
」
で

行
っ
た
施
設
見
学
会
と
福
祉
体
験
な

ど
を
記
載
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
岩
間
支
部
の
研
修
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
い
わ
き
市�

久
之
浜
町
を
訪
ね
た

様
子
を
報
告
し
ま
す
。

『第一火曜日の会』 これからの予定
9/7（水） 『復興ボランティア・防災』 9：30～13：00 友部社会福祉会館　2階研修室

10/4（火） プリンせっけんづくり 10：00～11：30 社協笠間支所

11/1（火） 第2弾 施設見学『一
い ち ご い ち え

期一笑』 10：00～11：30 現地集合（笠間市鯉渕）

12/6（火） まゆ玉　干支（酉）づくり 10：00～11：30 社協岩間支所

問い合わせ 笠間市社会福祉協議会ボランティアセンター TEL0296-78-2626 詳しくは広報かさま　お知らせ版をご覧ください。 

スペシャル

施設長を囲んで

車いすも体験
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岩
間
一
小
　
五
年
　
　
　
　

　
鈴
木
　
南
々
美

　
「
お
年
寄
り
の
体
は
、
こ
ん
な
に

重
か
っ
た
ん
だ
」

　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
体
験
を

し
て
感
じ
た
こ
と
で
す
。
背
中
が

丸
く
な
っ
て
動
き
づ
ら
か
っ
た
り
、

歩
く
の
が
大
変
だ
っ
た
り
し
ま
し

た
。
わ
た
し
は
、
今
ま
で
以
上
に
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
手
伝
い
を
し

て
、
つ
ら
い
体
を
休
ま
せ
て
あ
げ

た
い
で
す
。

　
　
笠
間
小
　
四
年
　
　
　
　

　�

眞
柄
　
琉
花

　

福
祉
体
験
で
、
ア
イ
マ
ス
ク
と

シ
ニ
ア
体
験
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
る
と
、�視

界
が
暗
く
、
ゆ
う
ど
う
し
て
く
れ

る
人
の
助
け
が
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。
シ
ニ
ア
体
験
で
は
、
足
と

手
に
重
り
を
つ
け
た
の
で
、
つ
え

が
な
い
と
立
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

体
の
不
自
由
な
人
の
気
持
ち
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
友
部
二
小
　
四
年
　
　
　
　

　
平
根
　
碧
空

　

シ
ニ
ア
、
ア
イ
マ
ス
ク
、
車
い

す
を
体
験
し
て
特
に
心
に
残
っ
た

の
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
で
す
。

　

何
も
見
え
ず
こ
わ
く
て
、
階
段

で
は
転
び
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
お
母
さ
ん
の
案
内
す
る
声

が
あ
っ
た
か
ら
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
も
し
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
、
声
を
か
け
て
歩
く
お
手

伝
い
を
し
た
い
で
す
。

　

声
の
大
切
さ
を
知
っ
た
親
子
福

祉
体
験
で
し
た
。

た
「
思
い
」
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
が
帰
り
際
に
話
し
て

く
れ
た
言
葉
は
今
で
も
心
に
残
っ

て
お
り
ま
す
。「
災
害
時
は
、
自
分

だ
け
で
も
逃
げ
る
勇
気
4

4

と
行
動
4

4

を
。

現
場
に
は
戻
ら
な
い
。
そ
し
て
健

常
者
だ
け
で
の
防
災
訓
練
は
だ
め

で
す
」
阿
部
さ
ん
の
言
葉
の
端
端

か
ら
、
地
域
を
思
う
心
、
人
と
人

の
結
び
付
き
の
大
切
さ
を
学
び
、

日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識
を

持
っ
て
生
活
を
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　「
久
之
浜
町
」
を
訪
ね
て

土は

じ師
　
倉
田
　
光
子

　

５
月
31
日
に
、
い
わ
き
市
久
之

浜
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

久
之
浜
町
は
平
成
23
年
３
月
11

日
の
大
地
震
と
大
津
波
に
よ
り
、

町
民
63
人
が
亡
く
な
る
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
現
在
行
政
と
住
民

一
体
と
な
っ
て
復
興
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
柱
が
「
防
災
意
識

の
向
上
と
震
災
の
風
化
防
止
」
で

す
。

　

災
害
に
遭
遇
し
、「
地
域
防
災
交

流
セ
ン
タ
ー
」
で
語
り
部
を
し
て

い
る
阿
部
さ
ん
の
話
を
写
真
を
見

な
が
ら
聞
き
ま
し
た
。
久
之
浜
海

岸
・
津
波
と
そ
の
後
発
生
し
た
火

災
に
よ
り
、
今
ま
で
住
ん
で
い
た

所
が
ガ
レ
キ
の
山
と
な
り
、
ま
た

自
然
災
害
に
追
い
討
ち
を
か
け
る

よ
う
に
、
福
島
第
一
原
発
一
号
機
・

三
号
機
の
冷
却
機
能
喪
失
、
放
射

能
汚
染
か
ら
安
全
地
域
へ
の
避
難

…
…
…
５
年
経
っ
た
今
も
閑
散
と

し
た
光
景
で
し
た
。

　

失
っ
た
も
の
は
物
だ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
築
き
上
げ
て
き

　友部・岩間・笠間の小・中学校を対象
に福祉体験を行っています。
　今回は小学校を取り上げました。

6/17

6/97/7
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ー 

お
弁
当
の
お
届
け 

ー

友部・岩間
地区

 

活
動
日　

月
１
～
２
回
位

 

活
動
場
所　

友
部
・
岩
間
地
内

◇
詳
し
く
は

　

友
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

　

０
２
９
６

－

７
８

－

２
６
２
６

　

岩
間
支
所

　

０
２
９
９

－

４
５

－

７
８
８
９

浜風商店街を訪れて

地域防災交流センターのテラスより
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善意の寄附を 「ありがとう‼」（善意銀行預託）

平成28年3月1日〜平成28年6月30日まで （順不同・敬称略）

エコキャップ、使用済み切手等
勝山　瑠美（稲田小学校）
飯田自動車㈲
㈲笠間給食センター
山中　としい
ガールスカウト茨城県第３０団
県立中央病院（施設課・消毒室・リネン室）
不二製油㈱関東工場
さくら幼稚園ＰＴＡ
いわま保育園
てらざき保育所
佐藤　天音
稲田幼稚園
青葉町長寿会
めぐみこども園
仙波建設㈱
こじか幼稚園　
旭台睦会
くるす保育所
おしのべ保育園
茨城県立友部高等学校
稲田小児童クラブ
なかよし学童保育の会　南小学校児童クラブ
ありんこ
額田　義文
岡野　結衣
入江　文子
興野ダンスアカデミー

㈲伊藤石材工業
泉A地区社会福祉協議会
ケアハウス悠
泰榮電器株式会社
サンエツ工業㈱
福井　ふみ
持丸　一幸
児山　甚子
大沢保育園
㈱本間商事
佐白の館
ともべ保育所
大原小児童クラブ（ポプラの会）
鈴木石油店
ナブコシステム㈱　茨城支店
赤沢　三男
岩間第一小学校
柏井クラブ
笠間工芸の丘
山㟢　悦子
嘉指　直子
友部郵便局
カントリークラブ　ザ　レイクス
笠間公民館
イチカワユニオン岩間支部
稲田小児童クラブ
笠間幼稚園ＰＴＡ
ともべ幼稚園
岡野　けい子
海老沢　信雄

食品等
美留町　文男
田口　サカエ
介護用品等
武田　恭一郎
美留町　利彦
秋山　光夫
匿名
衣類等
㈲タナカヤ呉服店
忍　和雄

笠間市ボランティア連絡協議会友部支部	
	 ￥50,000
飯田自動車㈲	 ￥12,150
笠間幼稚園ＰＴＡ	 ￥983
青葉町長寿会	 ￥23,587
大化工業株式会社	 	
	 ￥20,000
キヤノンモールド株式会社
	 ￥20,000
㈲笠間給食センター
	 ￥14,233
三友会	 ￥4,083
匿名	 ￥16,859

金 銭

平成28年度　心配ごと相談所開設日程表

日常の困りごとなど何でも相談してください（無料・秘密保持）

時間：13：00～16：00（受付は15：30までにお願いします）

笠間支所
（毎週火曜日）

本　所
（毎週水曜日）

岩間支所
（毎週木曜日）

場所
月 社協笠間支所 友部社会福祉会館 岩間保健センター

9 月 6日・13日・20日・27日 7日・14日・28日 1日・8日・15日・29日

10 月 4日・11日・18日・25日 5日・12日・19日・26日 6日・13日・20日・27日

11 月 1日・8日・15日・22日・29日 2日・9日・30日 10日・17日・24日

12 月 6日・13日・20日 7日・14日・21日 1日・8日・15日・22日

法律相談  ※事前に心配ごと相談所へご相談ください。

笠間支所 本　所 岩間支所
第3金曜日 10：00～12：00 第1金曜日 10：00～12：00 第2金曜日 10：00～12：00

お問い合わせ先

社会福祉法人
笠間市社会福祉協議会

本　　所 TEL0296-77-0730　FAX0296-78-3933
笠間支所 TEL0296-73-0084　FAX0296-72-3722
岩間支所 TEL0299-45-7889　FAX0299-45-6250

笠間市社会福祉協議会広報委員
任期：平成28年4月1日～平成30年3月31日

氏　　　名 地区 氏　　　名 地区

入　江　勇　太 笠間 ◎ 藤　森　博　夫 友部

○ 飯　野　千賀子 笠間 髙　野　康　司 友部

○ 関　　　令　子 友部 塙　　　敦　子 友部

内　桶　要　一 友部 石郷岡　　　誠 岩間

調　　　朝　幸 友部 新任 畠　山　好　文 岩間

◎は委員長　○は副委員長
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